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ご意見・ご感想をお寄せください。

読者の皆さまにもっと本誌をご活用いただきたく、より良い誌面作りに向けて努力し

てまいります。本誌へのご意見やご要望、ご感想がございましたら、電話・FAX・ホ

ームページにて下記の「中酪情報」編集部までお寄せください。皆様のご意見・ご感

想をお待ちしております。
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編集後記
生乳の需要拡大について議論する場で、牛乳乳製品市場の「成熟化」ということがよく話

題になります。店頭にはあふれんばかりの商品が並び、消費者はいつでも、どこでも好き

な牛乳乳製品を選ぶことができます。一方、プロセスチーズからナチュラルチーズへ、バ

ターからクリームへという需要構造の変化はあるものの、牛乳乳製品全体の消費は頭打ち

となっています。どれもこれも、わが国の牛乳乳製品市場の「成熟化」を象徴する現象で

あると言えます。

今月号のリレーコラム『食生活と酪農のさまざまな繋がり』では、牛乳乳製品と食生活と

の繋がりに止まらず、私たちの日常生活とのさまざまな関係や、あまり知られてない牛乳

乳製品利用の可能性を披露していただきました。貴重な国産乳資源が、余すことなく、有

効に活用されることを願ってのことです。読者のみなさんも、武居氏のアイデアを試して

みてはいかがでしょうか。


